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協議主題４

小学校教育との接続に向けた教育課
程や指導方法の工夫について
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【協議の視点①】

幼稚園教育において育まれた資質・能力を
踏まえ、小学校教育が円滑に行われるよう、
小学校の教師との意見交換や合同の研究の機
会などを設け、「幼児期の終わりまでに育っ
てほしい姿」を共有するなど連携を図り、幼
稚園教育と小学校教育との円滑な接続を図る
よう努めるものとするとあるが、連携と接続
の違いを踏まえつつ、幼稚園教育要領で求め
られている接続を図るためには、今後、どの
ような工夫が必要となってくるか。
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幼稚園教育要領

第１章 総則 第３ 教育課程の役割と編成等

５ 小学校教育との接続に当たっての留意事項

(１) 幼稚園においては，幼稚園教育が，小学校以降の生活や学習の基盤の育成につながることに配慮し，幼
児期にふさわしい生活を通して，創造的な思考や主体的な生活態度などの基礎を培うようにするものと
する。

(２)幼稚園教育において育まれた資質・能力を踏まえ，小学校教育が円滑に行われるよう，小学校の教師と
の意見交換や合同の研究の機会などを設け，「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を共有するなど
連携を図り，幼稚園教育と小学校教育との円滑な接続を図るよう努めるものとする。
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○育成を目指す資質・能力について幼児期の教育から高等学校教育までを通じて系統
的に示されている

○幼稚園教育において育まれてきた資質・能力は、小学校以降の生活や学習の基盤

○「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、資質・能力が育まれている幼児の幼
稚園修了時の具体的な姿

→具体的な姿を伝えることで、幼児の育ちが理解されやすい
→小学校においては、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえた指導を工

夫することにより、幼児期の教育を通して育まれた資質・能力を踏まえて教育
活動を実施し、児童が主体的に自己を発揮しながら学びに向かうことが可能と
なるようにすることとされている。



【幼稚園教育要領】
第２ 幼稚園教育において育みたい資質・能力及び「幼児期の終わりまで
に育ってほしい姿」

１ 幼稚園においては，生きる力の基礎を育むため，この章の第１に示す
幼稚園教育の基本を踏まえ，次に掲げる資質・能力を一体的に育むよう
努めるものとする。
（略）

２ １に示す資質・能力は，第２章に示すねらい及び内容に基づく活動全
体によって育むものである。

３ 次に示す「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は，第２章に示す
ねらい及び内容に基づく活動全体を通して資質・能力が育まれている幼
児の幼稚園修了時の具体的な姿であり，教師が指導を行う際に考慮する
ものである。

育てたいのは資質・能力（一体的に育む／努める）

この活動を通して、資質・能力は育まれていく

資質・能力が育っていくと、幼児の姿（「幼児期の終わりま
でに育ってほしい姿」等）としてあらわれてくる。



幼稚園教育要領

第１章 総則 第３ 教育課程の役割と編成等

５ 小学校教育との接続に当たっての留意事項

(１) 幼稚園においては，幼稚園教育が，小学校以降の生活や学習の基盤の育成につながることに配慮し，幼
児期にふさわしい生活を通して，創造的な思考や主体的な生活態度などの基礎を培うようにするものと
する。
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○ 幼稚園は，学校教育の一環として，幼児期にふさわしい教育を行うものである。その教育が小学校以降の生活や
学習の基盤ともなる。小学校においても，生活科や総合的な学習の時間が設けられており，学校教育全体として総
合的な指導の重要性が認識されているといえる。

○ 学校教育全体では，いかにして子供の生きる力を育むかを考えて，各学校の教育課程は編成されなければならな
い。幼稚園教育は，幼児期の発達に応じて幼児の生きる力の基礎を育成するものである。特に，幼児なりに好奇心
や探究心をもち，問題を見いだしたり，解決したりする力を育てること，豊かな感性を発揮したりする機会を提供
し，それを伸ばしていくことが大切になる。幼児を取り巻く環境は様々なものがあり，そこでいろいろな出会いが
可能となる。その出会いを通して，更に幼児の興味や関心が広がり，疑問をもってそれを解決しようと試みる。幼
児は，その幼児なりのやり方やペースで繰り返しいろいろなことを体験してみること，その過程自体を楽しみ，そ
の過程を通して友達や教師と関わっていくことの中に幼児の学びがある。このようなことが幼稚園教育の基本とし
て大切であり，小学校以降の教育の基盤となる。幼稚園は，このような基盤を充実させることによって，小学校以
降の教育との接続を確かなものとすることができる。

○ 幼稚園教育において、幼児が小学校に就学するまでに、創造的な思考や主体的な生活態度などの基礎を培うこと
が重要である。（略）主体的な態度の基本は、物事に積極的に取り組むことであり、そのことから自分なりに生活
をつくっていくことができることである。さらに、自分を向上させていこうとする意欲が生まれることである。そ
れらの基礎が育ってきているか、さらに、それが小学校の生活や学習の基盤へと結び付く方向に向かおうとしてい
るかを捉える必要がある。また、小学校への入学が近づく幼稚園修了の時期には、皆と一緒に教師の話を聞いたり、
行動したり、きまりを守ったりすることができるように指導を重ねていくことも大切である。さらに、共に協力し
て目標を目指すということにおいては、幼児期の教育から見られるものであり、小学校教育へとつながっていくも
のであることから、幼稚園生活の中で協同して遊ぶ経験を重ねることも大切である。

解説Ｐ90
一部抜粋



幼稚園教育要領

第１章 総則 第３ 教育課程の役割と編成等

５ 小学校教育との接続に当たっての留意事項

（２）幼稚園教育において育まれた資質・能力を踏まえ，小学校教育が円滑に行われるよう，小学校の教師
との意見交換や合同の研究の機会などを設け，「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を共有するな
ど連携を図り，幼稚園教育と小学校教育との円滑な接続を図るよう努めるものとする。

7

○ 幼稚園では計画的に環境を構成し，遊びを中心とした生活を通して体験を重ね，一人一人に応じた総合
的な指導を行っている。一方，小学校では，時間割に基づき，各教科の内容を教科書などの教材を用いて
学習している。このように，幼稚園と小学校では，子供の生活や教育方法が異なる。このような生活の変
化に子供が対応できるようになっていくことも学びの一つとして捉え，教師は適切な指導を行うことが必
要である。

○ 小学校においては，幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえた指導を工夫することにより，幼児
期の教育を通して育まれた資質・能力を踏まえて教育活動を実施し，児童が主体的に自己を発揮しながら
学びに向かうことが可能となるようにすることとされている。

○ 子供の発達と学びの連続性を確保するためには，「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手掛かり
に，幼稚園と小学校の教師が共に幼児の成長を共有することを通して，幼児期から児童期への発達の流れ
を理解することが大切である。すなわち，子供の発達を長期的な視点で捉え，互いの教育内容や指導方法
の違いや共通点について理解を深めることが大切である。幼稚園では計画的に環境を構成し，遊びを中心
とした生活を通して体験を重ね，一人一人に応じた総合的な指導を行っている。一方，小学校では，時間
割に基づき，各教科の内容を教科書などの教材を用いて学習している。このように，幼稚園と小学校では，
子供の生活や教育方法が異なる。このような生活の変化に子供が対応できるようになっていくことも学び
の一つとして捉え，教師は適切な指導を行うことが必要である。

解説Ｐ92
一部抜粋



（参考）小学校学習指導要領

第１章 総則
第２ 教育課程の編成
４ 学校段階等間の接続

教育課程の編成に当たっては，次の事項に配慮しながら，学校段階等間の
接続を図るものとする。

(1)  幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえた指導を工夫することによ
り，幼稚園教育要領等に基づく幼児期の教育を通して育まれた資質・能力を
踏まえて教育活動を実施し，児童が主体的に自己を発揮しながら学びに向か
うことが可能となるようにすること。

また，低学年における教育全体において，例えば生活科において育成する
自立し生活を豊かにしていくための資質・能力が，他教科等の学習において
も生かされるようにするなど，教科等間の関連を積極的に図り，幼児期の教
育及び中学年以降の教育との円滑な接続が図られるよう工夫すること。特に，
小学校入学当初においては，幼児期において自発的な活動としての遊びを通
して育まれてきたことが，各教科等における学習に円滑に接続されるよう，
生活科を中心に，合科的・関連的な指導や弾力的な時間割の設定など，指導
の工夫や指導計画の作成を行うこと。

※下線部：主な改訂箇所
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（参考）小学校学習指導要領

第２章 各教科
第５節 生活
第３ 指導計画の作成と内容の取扱い
１ 指導計画の作成に当たっては，次の事項に配慮するものとする。

(4)  他教科等との関連を積極的に図り，指導の効果を高め，低学年における
教育全体の充実を図り，中学年以降の教育へ円滑に接続できるようにする
とともに，幼稚園教育要領等に示す幼児期の終わりまでに育ってほしい姿
との関連を考慮すること。特に，小学校入学当初においては，幼児期にお
ける遊びを通した総合的な学びから他教科等における学習に円滑に移行
し，主体的に自己を発揮しながら，より自覚的な学びに向かうことが可能
となるようにすること。その際，生活科を中心とした合科的・関連的な指
導や，弾力的な時間割の設定を行うなどの工夫をすること。

※国語、算数、音楽、図画工作、体育、特別活動においても、上記と同様の記載
がされている。

※下線部：主な改訂箇所
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○ 小学校低学年は、学びがゼロからスタートするわけではなく、幼児教育で身に
付けたことを生かしながら教科等の学びにつなぎ、子供たちの資質・能力を伸ば
していく時期。

○ 小学校教育においては、生活科を中心としたスタートカリキュラムを学習指導
要領に明確に位置付け、その中で、合科的・関連的な指導や短時間での学習など
を含む授業時間や指導の工夫、環境構成等の工夫（※）も行いながら、幼児期に
総合的に育まれた資質・能力や、子供たちの成長を、各教科等の特質に応じた学
びにつなげていくことが求められる。

○ その際、スタートカリキュラムにおける学習を、小学校におけるその後の学習
に円滑につないでいくという視点も重要。

※「幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方について（報告）」（平成２２年１１月）においては、スタートカリキ
ュラム編成上の留意点として、幼稚園、保育所、認定こども園と連携協力すること、個々の児童に対応した取組であること、
学校全体での取組とすること、保護者への適切な説明を行うこと、授業時間や学習空間などの環境構成、人間関係づくりなど
について工夫することを挙げている。
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教科等の特質に応じた
「見方・考え方」や

資質・能力を育むとともに、
教科横断的にそれらを
総合・統合していく学び

遊びや生活の中で、
幼児期の特性に応じた
「見方・考え方」や

資質・能力を育む学び

小
学
校
中
学
年

スタートカリキュラムのイメージ

小
学
校
低
学
年

幼
児
教
育

音

楽

図

画

工

作

体

育

道

徳

特

別

活

動

幼 児 期 の 終 わ り ま で に 育 っ て ほ し い 姿

※各教科等の「見方・考え方」を踏まえて、関係性を示したものである。また、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の項目
の濃淡は、小学校教育との関連が分かるように示したものであり、基本的にはすべての教科に関わっているが、濃い部分は特に意
識的につながりを考えていくことが求められるもの。幼児教育において小学校教育を前倒しで行うことを意図したものではない。

社 会 理 科総合的な学習の時間

算

数

国

語

社会的事象の
見方・考え方

位置や空間的な広がり、時期や
時間の経過、事象や人々の相
互関係などに着目して社会的事
象を見出し、比較・分類したり総
合したり、国民の生活と関連付け
ること

理科の見方・考え方

身近な自然の事物・現象を、
質的・量的な関係や時間的・
空間的な関係などの科学的
な視点で捉え、比較したり、関
係付けたりするなど、問題解
決の方法を用いて考えること

探究的な見方・考え方（案）

各教科等における見方・考え方を総合的に活用して、
広範な事象を多様な角度から俯瞰して捉え、実社会
や実生活の文脈や自己の生き方と関連付けること

健康な心と体

思考力の芽生え

道徳性・規範意識の芽生え

自立心

社会生活との関わり

自然との関わり・生命尊重

数量・図形、文字等への関心・感覚

言葉による伝え合い

協同性

豊かな感性と表現

自立心

協同性

道徳性・規範意識の芽生え

社会生活との関わり

自然との関わり・生命尊重

言葉による伝え合い

豊かな感性と表現

健康な心と体

接
続

生 活 科

具体的な活動や体験を通して、身近な生活に関わる見方・考え方を生かし、自立し生活を豊
かにしていくための資質・能力を、次のように育成することを目指す

○活動や体験の過程において、自分自身、身近な人々、社会及び自然の特徴やよさ、それらの関
わりに気付くとともに、生活上必要な習慣や技能を身に付けるようにする

○身近な人々、社会及び自然を自分との関わりで捉え、自分自身や自分の生活について考え表現
する力を育成する

○身近な人々、社会及び自然に自ら働きかけ、意欲や自信を持って学んだり生活を豊かにしたり
しようとする態度を育てる

＜身近な生活に関わる見方・考え方(案）＞

身近な人々、社会及び自然を自分との関わりで捉え、比較、分類、関連づけ、試行、予測、工夫すること
などを通して、自分自身や自分の生活について考えること

「スタートカリキュラム」を通じて、各教科等の特質に応じた学びにつなぐ

生活科を中心としたスタートカリキュラムの中で、
合科的・関連的な指導も含め、子供の生活
の流れの中で、幼児期の終わりまでに育った姿
が発揮できるような工夫を行いながら、短時間
学習なども含めた工夫を行うことにより、幼児
期に総合的に育まれた「見方・考え方」や資
質・能力を、徐々に各教科等の特質に応じ
た学びにつなげていく時期

幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を
手がかりとしながら、幼児の得意なところや
更に伸ばしたいところを見極め、それらに応
じた関わりをしたり、より自立的・協同的な
活動を促したりするなど、意図的・計画的
な環境の構成に基づいた総合的な指導
の中で、バランスよく「見方・考え方」や資
質・能力を育む時期

＜未就園段階： 家庭や地域での生活＞
11


